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易に試験が実施できると考えられる。
試験に用いる株としては，OECD

のリングテストで用いられた系統のコ
ウキクサを国立研究開発法人国立環境
研究所が分譲しており，由来の明らか
な株の入手が可能である。

農薬の環境影響評価スキームに
Lemna 属ウキクサが追加されること
で，水圏の一次生産者に対するより精
緻な影響評価が可能になることが期待
される。
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　タデ科イヌタデ属の一年草。日本全国の水田，畦畔，休耕田，
道端などにごく普通に生える。茎は赤みを帯び根元から分枝し，
直立あるいは斜上し高さ 20 ～ 40cm。時に一面の群落を作る
こともある。
　日本在来で万葉人の目にも留まっていたが，万葉人は「イヌ
タデ」，「オオイヌタデ」，「ヤナギタデ」を含めて「蓼」と認識
していたようである。万葉集には，穂蓼，水蓼と詠んだ歌が 3
首。犬蓼が犬蓼として認識されるのはもう少し時代が下がり鎌
倉時代になる。藤原定家の長男である藤原為家に犬蓼を読み込
んだ歌がある。
　　からきかな　かりもはやさぬ　いぬ蓼の
　　　穂になる程に　引く人のなき（夫木和歌抄）
　情けないことだが，刈って生やさないようにしていた犬蓼で
あるが，今ではもう穂になってしまってそれを抜いてくれる人
もいないことよ，と嘆くように詠う。
　江戸時代になると，歌や俳句に犬蓼が詠まれだしたが，まだ，

「蓼」が主であった。
　近世に入ると犬蓼も市民権を得て，多くの歌人や俳人が犬蓼

を読み込んだ。そんな中の 1 首。
　　犬蓼の　花さかりなる里川に
　　　夕日ながれて　あきつ飛ぶなり（落合直文）
　里の川の岸辺には犬蓼が一面に広がっている。その赤い花と
真っ赤な夕日が流れに映り，その川面を赤とんぼが飛び交う，
なんとも幻想的な光景である。
　一方で，犬蓼は「赤まんま」とか「赤のまま」とも呼ばれ，
女の子たちのままごとには欠かせないものであった。犬蓼の花
穂を扱いて器に入れ赤飯とするのである。赤飯は「ハレ」の食
事の代表であるが，女の子たちは「赤まんま」で遊びながら，「ケ」
の中に「ハレ」をみていたのかもしれない。
　三ヶ島葭子にこんな歌があった。
　　たたずみて　われは見にけり裏の人の　
　　　赤のまんまを　鉢に植ゑたり
　家の裏に住む（女の）人，その人が犬蓼の花をとって鉢に植
えるのを見た，というだけの歌であるが，たたずんでいた葭子
は犬蓼（赤まんま）の実を鉢に植えるという（女人の）姿に何
を思ったのだろうか。
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